
校 長 山北 雅史 

私の好きなテレビ番組にＮＨＫ-ＢＳの「ねこ育て、いぬ育て」というものがあります。初めて子猫や子

犬を育てていく日常を、家族それぞれの目線で追っていくドキュメンタリーです。もともと動物や昆虫が好

きで、この手の番組は昔から何となく見ておりました。子どもも社会人となり、子育ても一段落した今、私

の関心事は昨年末から我が家に来た一匹の猫です。いつかは猫を飼いたいと思いながらずっと過ごしてき

て、猫とはどんな生き物か、どんなことに注意をすればいいのかは多少わかっているつもりでした。でも、

いざ実際迎え入れてみると想像以上のいたずらを繰り返すやんちゃ振りに、妻とともに振り回されている毎

日です。この番組を見ていると、同じように振り回されている家族がたくさん登場し、「そうだよなあ」と

気持ちを重ねることができます。人間にしてみればただのいたずらでも、猫にしてみれば必ずそれなりの理

由があるといいます。思い通りにならないけれど、その思い通りにならない毎日が新鮮で充実していて、落

ち込むこともうれしいこともたくさん映し出されているのです。今は何となくではなく、夢中で「ねこ育

て」を見ています。 

ふと 30 年近く前のことを思い出します。息子がまだ小さかったころ、夫婦で初めての子育てに日々喜ん

だり、落ち込んだりしていた頃のことを思い出します。「そうだ、今はあの頃の思いと似ているんだ」と忘

れかけていた自身の思いがよみがえります。思い通りにいかなくたって、すやすやと眠る子供の顔を見るこ

とで、気持ちを満たして明日を迎えることができた若い頃のことです。「子どもは思い通りにいかないも

の」と子育ての先輩から教えられたものです。学校

の教育活動もまた同じです。すべてが教師の思い通

りになんていきません。子どもの行動には子どもな

りの理由がありますから。そして教師だって人間で

す。いいことばかりではなく、悔しいと感じること

も、心の底から悩まされることも、たくさんありま

す。振り回されているなあと感じることだってあり

ます。でも自信をもって言えることは、子どもたち

との毎日の中には、それ以上の予期せぬ喜びがある

ということ。それがいつどんな形で現れるかなんて

わかりません。でもそんな喜びの報告を受けた時に

は「だからこそ続けていけるんだよ」と若い先生た

ちにいつも話しています。 

令和７年度が始まり、１か月が経ちました。連休

が明けたら、新学期気分もすっかり抜けて、夏休み

まできっと毎日がいろんなドラマの連続です。楽し

みです。 

伝える！ つなげる！ ゴースマイル！ 
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